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＜手話入門＞ あいさつや自己紹介ができるようになるレベル 

めやす

時間数 
学習目標 受講内容 

3h 
1ジェスチャーや表情で表すことに

慣れる 

2 動きで伝え合い、コミュニケー

ションの楽しさを知る 

1 物の形や動きをジェスチャーで表して

みる 

2 表情や動き方の速度、強弱等で様子や

気持ちを伝える 

11h 
1 挨拶ができる 

2 自分のことを話すことができる

ようになる 

3 自分の周りの空間を使ってわか

りやすく伝えることを知る  

1挨拶のことば 

2名前、家族、仕事、趣味などを話す言葉 

3 数字  

4 指文字（あ～ん） 

5 １～4を活用して自己紹介をする 

7h 
1 質問のことばを知り、聞いたり

答えたりできるようになる 

1 曜日、年・月・日、時間表現 

2 疑問詞（誰、いつ、どこ、何、なぜ） 

6h 
1 いろいろな話題で会話をする 1 テーマを決めて会話をする 

2 一日、一週間、一か月、季節など、時間

や数字を使って会話をする 

3h 
1 今までの学習を基に聴覚障害者

との会話をしてみる  

1 手話劇をやってみる 

2 地域の聴覚障害者と交流する 

合計 30時間※ 

 

手話は、目で見える物の形、動き、様子など

から生まれた、音声のない見る言語です。 

耳が聞こえない・聞こえにくい人たちは手話

を使って、手や体の動きでコミュニケーション

しています。 簡単な手話を覚えると、交流

の輪が広がります。 

ぜひ、手話を覚えて使ってみましょう！ 

手話：ありがとう 
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＜手話基礎＞ 知人となら日常会話ができるようになるレベル 

めやす

時間数 
学習目標 受講内容 

22h 
1 手話の基本文法を習得し、表現

と読取りがよりよくできるように

なる 

2 幅広い手話語彙を身につける 

1 物事の様子や形の特徴をつかんで表す 

2 表情豊かに気持ちを伝える 

3 自分の周りの空間を使って、主語や目的

語を的確に伝える  

3h 
1 聴覚障害者との手話による会話

を通じ、より深く、広い話ができ

る 

1 聴覚障害者との手話による交流 

2 手話による意見発表 

12h 
1 手話の応用練習 

2 さらに手話語彙を増やす 

3 障害への理解を深める 

1 文法を正しく使って会話する練習 

2 必要な語彙を聴覚障害者との交流から学

び取っていく  

3h 
1 習得した手話語彙や基本文法を

基に楽しく会話を続けることがで

きる 

1 聴覚障害者と一緒にテーマに沿って話

し合ったり、練習発表したりする 

合計 40時間※ 

※ 実技受講時間のめやす 

 

【参考】 厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラムより 


